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会長 藤木 一弘

＜特集 教育会研修旬間 ～創造と協調～＞!

今年度は２５の研修講座が開かれ，延べ人数にして７００名を超える参加がありました！

各講座の成果等をご報告いたします。

http://www.suwa-k.or.jp諏訪教育会ＨＰ

参 加 者 数委員会・教育研究会

会員 一般 全体日時・場所 実 施 内 容 成果と反省・参加者の声

今年は１週間遅く実施した。７月教育博物館委員会 ■霧ヶ峰自然観察会 ○

２０日前後が花を見るにはよい時期（諏訪理科研究会） ・植物・鳥類・地形・気象

である。リピーターの方もいらっし７月２２日（土） ・高層湿原について

： ～ ３１ ６５ ９６7 00 11:00 ・旧御射山遺跡 ゃるので，毎年観察会を続けられる

ように準備していきたい。霧ヶ峰八島湿原

【参加者の声】（八島ヶ原展望台

植物の説明はもちろん，地学や社会八島ヶ原湿原遊歩道

科のお話も聞けてよかったです。霧旧御射山遺跡）

ヶ峰を総合的に知る機会となりまし

た。来年もまた参加したいです。

○実際に短歌を創作したり選者とし島木赤彦研究会 ■実践発表・意見交換

て活躍している方，山梨県の高校で７月２９日（土） 「中学生が短歌を創作するこ

講師をされている先生も参加してい14：00～ と」 富士見中学校

赤彦記念館 堀内 明彦先生 ２ ４ ６ただき，貴重な意見をいただいた。

参加者が少ないので，内容や実施時

期を検討したい。

【参加者の声】

指導力不足などを端的に指摘してい

ただき，発表者が一番学んだ研修会

となった。

８月２７日(日) ■島木赤彦研究大会 ３ ４７ ５０○正岡子規から伊藤左千夫，赤彦へ

とつながる系譜の研究が大変興味深13 00： ～ 島木赤彦文学賞表彰式，総会

かった。赤彦記念館 講演会 講師：一ノ瀬里香様

○身近な素材である「紙」を材料に図工・美術委員会 ■親子ワークショップ「色々

ワークショップを企画した。保護者（美術教育研究会） 紙コップ」

の方々には，活動する中で子どもた７月２９日（土） ・たくさんのカラー紙コップ

： ～ ： を思いのままに並べたり，積 ８ ７４ ８２9 00 11 00 ちの造形の意図を感じていただくよ

うお願いし，一緒に楽しんでいただ諏訪教育会館 んだり，組み合わせたりして

いた。最後に，参加者全員の作品が楽しみました。

つながったことで，会場全体が造形○参加児童・保護者

を通して一体感を感じることができ・低学年・中学年・高学年

た。に分かれ，紙コップを材

教育会だより
平成 29 年８月 31 日 №４



○今年の材料カラー紙コップは，貸料に，自分のイメージを

出材料として各学校に貸し出してい大切にしながら造形活動

くので，多くの学校に利用してもらを楽しんだ。

いたい。○教育会会員

【参加者の声】・子どもたちと一緒に造形

いろいろな色の組合せをしたら明るく活動を楽しんだり，子ど

なった。工夫をすると変化するんだなもたちとの会話から活動

。 （ ）の意図を感じ取ったりし と思った 一般参加 ５年生

同じ紙コップなのに，一人一人の個性ながら，日常の図工科，

が出ていて，見ていても楽しかった。特に造形遊びにおける指

（ ）導と評価を考えた。 一般参加 保護者

子どもとの関わり方はもちろん，諏訪共育ちの研究会 ■コーチング研修会 ○

自分自身の生き方についても考える７月２９日（土） ・コーチングスキルの理論

機会になった。今年度で研修は最後9:00 16:30～ について

諏訪教育会館 ９ ８ １７・参加者同士でのロールプ にする予定。

【参加者の声】レイでコーチングを学ぶ

今までの私は対象者の話を聞いてア

ドバイスしていくことがよいと思っ講師：山口吉孝 様

ていましたが，対象者が話したいこ

とを聴くことが大切。自己肯定感を（株）アクト

高めるために今自分がどのような関代表取締役

わりをしていくべきか，方向が見え

ました。

元教育会会員の方々や，学校で支道元と教育実践を ■読み合わせ会・講演会 ○

援員としてお勤めされている方々な語る会 ・読み合わせ会

ど，幅広く参加をいただいた。それ７月２９日（土） 「正法眼蔵随聞記」

： ～17：20 ８ ４ １２13 30 一 ３学道の人，衣食を貪る ぞれのご経験やお立場からお話をお

聴きできるのは，この会ならです。茅野市 検校庵 ことなかれ

質の高い研修ができたと感じた。担当 豊平小学校

【参加者の声】伊藤 如騎先生

私自身の都合で子どもたちに行動を・講演会

強いているのではないかという自問（ ）演題：響き親しむ

， 「 」・座禅会と法話 自答をし 何よりも 子どものため

になるように，これからは考えてい（ ）検校庵ご住職

きたいと思いました。

法華寺のご住職から坐禅について諏訪哲学会 ■夏季参禅研修会 ○

， ，７月２９日(土) ・坐禅 ご指導いただき 坐禅を終えた後は

どこか心とからだが生き返ったよう9 00 12 00： ～ ： ・法話の拝聴

５ ５ １０法華寺 な，心地よい時間になった。・読み合わせ会

【参加者の声】宗教と非宗教の間

「doing」と「being」の話があった（岩波文庫）西谷啓治著

が，教育はどうしても「doing」に「禅の現代的意義」

目が向きがちになる。しかし，存在

そのものを受け入れる自然のよう

に，私たちは子どもにどう為すかで

はなく子どもとどう在るか，つまり

「being」を大事にしたい。



○プロのモデルさんを招いて開催で諏訪美術教育研究会 ■裸婦絵画講習会

きることは，本格的な絵画研修とし７月３０日（日）

て大変有意義である。また美術教師３１日 (月) ・１日目

： ～ ： ５分間クロッキー ６ ８ １４9 00 17 00 として作品を制作することはできて

も，一般の方も含めお互いの作品を諏訪教育会館 （立ちポーズ，座りポーズ各

見合って研修を深める機会はあまり２回ずつ）２０分ポーズ決め

ないので，その点からも有意義な研をして１２ポーズ

修となった。・２日目

○「とても参加しやすい」と，数年前日と違うポーズで１２ポー

前から一般の参加者が毎年参加してズ ・講評会，

くれるようになり，公益性のある研

修になっていると言える。

【参加者の声】

普段，絵を描く時間も気持ちの余裕

もない毎日なので，描くことだけに

集中できる貴重な場となっている。

文学散歩では会員以外の方の参加諏訪国語教育研究会 ■文学散歩・ワークショップ ○

も得られ，良い研修となった。しか７月３１日（月） ・文学散歩

し講師の澄子先生のお歳を考える8:00 11:30～ 文学散歩 故竹村良信先生の奥様，澄子

～ 講演会 先生とともに歩く文学散歩。 ３３ ３ ３６14:00 16:00 と，来年度以降のあり方を早めに模

索していく必要を感じている。今回は霧ヶ峰の八島ヶ原湿

【参加者の声】原に出かけ，八島のかきつば

諏訪の名所をめぐるという点は，とたのお話等をお聴きした。

， 。・講演会（ワークショップ） ても嬉しく おもしろいものでした

その場所で，それに関わる伝説を聞信州大学教育学部教授の藤

くことができて，イメージが広がっ・森裕治先生による，ワーク

てよかったです。ショップ中心の講演会

○都合のつく時間に参加可という自諏訪書道研究会 ■段階別個別講習

由度のある研修計画であったためか７月３１日（月） ・各学年の毛筆書写の指導方

「参加しやすかった 」という声を9 30 15 00： ～ ： 法の講習 。

諏訪教育会館 ・初心者から上級者までの段 ９ ５ １４いただいた。来年度も個別講習を中

心に自由度を持たせた参加形態で計階に応じた研修

画を立てていきたい。・楷書，行書，草書，

かなの練習 】【参加者の声

自分でも書いてみることによって，

子ども達にもコツやポイントを伝え

やすくなりました。夏休み明けの見

通しがもてました。

○本年度2 回目の実施で，参加者も登山の栞委員会 ■初心者のための登山研修

増え，充実した内容となった。

○研修週間の全体の動きを待ってい

１０ ０ １０ると，各校への紹介が遅くなり，先

生方の夏休みの予定と当たってしま

いやすい。特に中学校の先生方は部

活動もあるので，6 月初旬には各校

へパンフレットを配りたい。

【参加者の声】

７月３１日 （月）

東部中学校集合5:30 － 桜平発6:15 － 夏沢鉱泉着7:00

－ オーレン小屋着8:00－ 硫黄岳着10:00（昼食）

－ 夏沢峠着11:45－ 根石岳着13:00

－ オーレン小屋着14:00－ 夏沢鉱泉着15:20

－ 桜平着16:10 － 東部中着・解散16:40



中学生が登るルートとほぼ同じルー・途中，歩き方やコースの

トで，解説していただきながらの登注意点などを確認しなが

山でとても勉強になりました。自分ら歩いた。

が中学生の時の登山が雨で楽しい思・登山の栞を利用しながら

い出ではなく，登山に対してネガテ植物や火口跡，八ヶ岳の

ィブなイメージがありましたが，今地質なども学習した。

回は山を楽しむことができ，良いイ

メージに変えることができました。

○講師の清水先生に適確な指導をし体育・保健体育委員会 ■ネット型（硬式テニス）

て頂いた。来年もお願いしたい。７月３１日（月） ・より幅広い運動経験をさせ

○暑い平地とは違い，高原の心地よ9 30 11 30： ～ ： るために 対人ネット型，「 」

原村内藤ペンション である「テニス」を教材化 ２０ ０ ２０い風を感じながら運動に親しむことが

できた。先生方の親睦も深められた。テニスコート するとしたらどうするか？

来年も，この研修を行っていきたい。を考える。

【参加者の声】・参加者一人一人の硬式テニ

初めて参加をしましたが，久しぶりスの技能を高められるよう

に「テニスをやりたい」と，思い参にする。

加させていただきました。そして，

高原の風を感じ，心地よい汗を流す

ことができました。

■臨地研修 ○多くの先生方に参加していただけ社会科教育研究会

（社会科委員会） ・牛越製作所，ﾃｸﾉﾌﾟﾗｻﾞおか た。社会科教育研究会員・教育会会

（地理教育研究会） や，山城肉店，ｼﾙｸﾌｧｸﾄおか 員以外の方にも参加していただける

７月３１日(月) や，ｿｰﾃﾞﾅｶﾞﾉﾁﾀﾝ工房 よう，ＰＲ方法等を工夫したい。 ２１ １ ２２

【参加者の声】８月 １日（火） ○授業実践報告会

「ものづくり岡谷の再発見」という（岡谷田中小学校にて）

明確なテーマのもと，企業を中心に・岡谷田中小学校５年生の実践

見学が出来，実りある一日でした。・下諏訪社中学校２年生の実践

岡谷に企業群があることの利点（企○講演会 新学習指導要領 社「 『

業間の連携が当地だけで完結する）会』の改善点と工夫のポイン

製糸業に連なる歴史や伝統を改めてト」

学ぶことができました 「地域に若講師 帝京大学教職大学院 。

者を残す」というある企業の社長さ教授 澁澤 文隆 先生

んのお言葉から教育との接点も学び○授業構想検討会

ました。

研修後に「勉強したことが多くて算数数学研究会 ■夏季研修会 ○

頭がいっぱいです」と答えてくれた（算数数学委員会） ・月例研修 模擬授業

方がいた。また，研修会場を片付け７月３１日（月） ・単元テストを作ろう

８月 １日（火） ３１ １ ３２・県算数数学教育研究会 たのに，授業の検討を続けている熱

心な先生方もいた。充実した研修にかんぽの宿 諏訪 県大会提出レポート検討

なったことが伺えた。・サイコロトーク

○中央の情勢を学んだり，日頃の悩・講演会

みを授業改善へ生かしたりする欲を講師：石田淳一先生

かいた研修であった。研修内容のバ（横浜国立大学教授）

ランスと質を改善し，研修旬間に集演題 主体的対話的学びを

中させるのでなく１年間通して内容促す授業作り

をうまく配置していきたい。・教育課程指導案検討



，教養委員会 ■紙工作を楽しもう！ ○今年度は牛山先生のご尽力により

夏休み前，各学校に研修案内を出し７月３１日（月）

ていただいたおかげで，例年と比べ9 00 11 30： ～ ： ・切り絵

諏訪教育会館 ・ペーパークラフト １３ １６ ２９多くの小学生親子の参加があった。

参加された保護者の方からは 「夏・メッセージカード ，

休みの工作を完成するために参加し・モビール などの紙工作

た」といった声が寄せられた。地域

の皆様にも参加していただける研修・講師：鈴木 清先生

を今後も開催していきたい。（ ）元富士見中学校長

【参加者の声】他２名

私は工作が好きなので，すごく楽し

かったです。またやりたいです。楽

しみにしています。自由にできるこ

とが良かったです。

（一般参加 小３）

○講演では，道徳の時間の教科化に諏訪道徳教育学会 ■道徳の教材研究

ついての背景や実践に生かせる授業（道徳委員会） 教育講演会

構想について聞くことができた。講８月１日（火） ・玉川小学校の

～ 学習指導案検討 １０ １ １１9:00 12:00 演の最後には，実際の資料を使って

授業を考える演習もあり充実した講諏訪教育会館 ・丸山和夫先生ご講演

演内容だった。（長野県道徳教育学会会長）

【参加者の声】「子どもと共に歩む道徳の学

参観した授業について，先輩の先生習」

方のお話をお聞きすることで，自分～特別の教科道徳

にない視点や角度から授業をとらえ小学校実施に向けて～

なおすことができ，学びの良い機会

となりました。

○昨年度は，車山周辺における自然諏訪理科研究会 ■諏訪自然学

観察を実施した。本年度は，坪庭・８月１日（火） ・坪庭・北横岳周辺の植物・

北横岳周辺に場所を変え，新たな諏8:00 12:30～ 地形・動物・気象について

坪庭・北横岳 ・講師：白鳥保美先生 １５ １ １６訪の自然にふれられてよかった。来

年度は，入笠山もしくは守屋山周辺（中洲小学校長）

の自然観察を計画したい。自然研究部の先生方

○本年度は，郡外の先生が１名参加

された。教育会ＨＰの案内を見て応

募されている。また，諏訪理科研究

会員以外の先生方（英語科，事務の

先生）の参加があった。来年度も呼

びかけやＰＲを丁寧にしていきたゴゼンタチバナ

い。

【参加者の声】

縞枯れ現象，ゴゼンタチバナ，凝灰

角礫岩等初めて知る植物名や岩石名

など新鮮であった。北横岳山頂で火

口湖が臨めたり，水蒸気によって生北横岳山頂の

まれた凝灰角礫岩を知れたりして大凝灰角礫岩

変勉強になった。



英語委員会 【参加者の声】■「英語でクッキング」

・とても楽しく，おいしい料理も食８月１日（火） 講師は諏訪市内でカフェ

べられてよかったです。なかなか口9:30 12:30～ を営むマクナリーみどり

諏訪市文化センター １３ ６ １９先生とパトリック・マク に出して自分の言葉を英語で伝える

のは難しいですが，聞くだけでも勉カルチャーホームすわ ナリー先生ご夫妻。今回

強になります。子どもも楽しかった調理室 はドイツ農家で食べる朝

ようでよかったです。ご飯に挑戦した。

・楽しく料理を作りながら，講師の「バウレンフルーシュトゥッ

先生方のお人柄にもふれることがでク（じゃがいもオムレツ ，）」

き，英語にも親しむことができ，得「 」，ザワークラウト風サラダ

をした気分になりました。気軽に英「ローテグリュッツ（ミック

語も料理も楽しめて，よいひとときスベリーの冷たいスイーツ）」

を過ごすことができました。

○諏訪社会福祉協議会と連携して諏福祉教育委員会 ■ 講演「今なぜコミュニ

訪郡内の全学校職員を対象とした研（諏訪社会福祉協議会） ティスクールか」

修会として実施することができ，大８月１日（火） 講師：高木 幸伸 先生

9:30～12：00 （長谷中学校長） １０ ２６ ３６勢の方に聴講していただくことがで

きた。教育会館大会議室 ・事例発表

・諏訪社会福祉協議会から ○パネルディスカッションなど発表

提案 の形態も工夫していきたい。

○毎年講演の内容がとてもよいので

多くの方が参加できるような方法を

考えたい。

○美術館見学を通して，作家・作品子どもの本研究会 ■絵本美術館見学

にじっくりと触れることができ，絵（図書館教育委員会）

。 ，８月３日（木） ＜見学場所＞ 本についての理解が深まった 今後

： ～ ・イルフ童画館 ７ ２ ９9 15 子どもたちに絵本を紹介するときや

読み聞かせをするときには，今回感集合 諏訪教育会館 ・小さな絵本美術館

じた作者の思いや地域のことを踏ま岡谷本館

えて伝えていきたい。・小さな絵本美術館

【参加者の声】八ヶ岳館

さとうわきこさんご本人にお会いす

ることができ，直接お話を伺えてよ

かった。

○先生方に，総合や生活科の活動に総合・生活科研究会 ■炭をおこして，棒まき

取り入れていただけるよう考えて計８月３日（木） パンを焼こう パン作り（ ）

画準備をした。一般の親子の参加が9 00 12 00： ～ ： ・火起こし体験

茅野市青少年自然の森 ・松ぼっくりや小枝，木の １２ ３１ ４３多かったので，先生方，一般の方双

方ともが十分な研修ができたのか心実の炭づくり

配になる。来年度は，ねらいをそれ～炭のオブジェ作り～

ぞれの立場に考えて準備をしていき・炭で焼く棒パン作り

たい。講師：パン屋となりて

【参加者の声】山田 様

オシャレな炭が案外簡単に作れるの

には驚きました。身の回りにある物

で難しい 作業もなく，これなら家で

も作れるなぁと思いました。



今年で４年継続して教えて頂いて音楽委員会 ■楽しい音楽の授業 ○

いる。講師の先生には，前年度の講８月３日（木） ・楽しい音楽の授業① 歌唱「 」

習の上に積み重ねる形で実践に生か9:30 12:00～ ・楽しい音楽の授業②

諏訪教育会館 「音楽づくり・創作」 ２６ ０ ２６せる内容を楽しく的確に教えて頂い

た。来年度も是非引き続きお願いし大会議室 講師：唐澤史比古先生

たい。（音楽家：合唱指導者

【参加者の声】・作曲家・作詞家）

周囲を一気に引き込んでしまう唐澤

ワールドに，今年も楽しくどっぷり

とはまり，楽しい時間はあっという

間に過ぎてしまいました 「あらゆ。

るものを育ててしまおう」という唐

澤先生の発想に共感します。

○午後の講演会は，午前の子ども幼年教育委員会 ■保育公開，講演会，演習

たちの作品を見ながら評価のあり８月３日（木） ・みなと保育園児のクレヨン

方を学んだり，実際に自分たちでみなと保育園 による表現とあそびの場面

の保育公開 ９ ２８ ３７クレヨン遊びを体験したりした。

表現と遊びの一体化を身をもって・表現にかかわる研修

感じることができた。研修週間中「幼児の表現の理解と演習」

だと保育園の行事と重なり，参加講師 ：酒井 重明先生

できない方が何人かいた。日程調（湊小学校長）

整を行いたい。

【参加者の声】

実際に自分で描いてみて「遊ぶ」

ことの難しさを感じました。自分

でもっと楽しんで遊ぶ経験をして

いきたいなと思います。

○２月の講演会をきっかけに，この諏訪史談会 ■夏季史蹟踏査

会に興味を持って参加いただいた方８月４日（金） 「二つの桶狭間古戦場，清洲

， 。集合：教育会館前 城をめぐり が多くおり たいへん盛況であった

織田信長の野望にふれ ８ ２１ ２９教育会会員の参加が少ない傾向があ

り，教育会員の学びの場所としてもる」

位置付けていきたい。大型バスの利・桶狭間古戦場公園

用による定員の増も検討したい。（ ）名古屋市緑区

【参加者の声】・桶狭間古戦場伝説地

今まで知っているつもりではあった（ ）愛知県豊明市

が，また新たな学びができた。地元・清洲城 愛知県清須市（ ）

のボランティアの方々の，熱い郷土

愛に触れることができ，とてもよか

った。

○情報モラルは非常に関心が高く，情報教育委員会 ■情報モラルに関する

。 ，８月５日 土( ) 講演会 多くの参加者が集まった 参加者は

ワークショップでも積極的に取り組10:00 11:30 LINE～ 「 の紹介と子どもにネ

諏訪教育会館 ットを使わせる際の注意事 １６ ２５ ４１み，熱心な姿だった。来年度も情報

モラルの研修を計画していきたい。項」

申し込みからの期日がだいぶあいて講師：宇佐美 瞳先生

しまい，欠席が多かった。また，駐（ 株式会社）LINE



車場も混み合ってしまったので，駐

車場の事も含め，休みに入る前に最

終案内をもう一度参加者に出しても

よかった。

【参加者の声】

日常の人間関係が一番大切だと思い

ました。このようなモラルを学ぶ機

会をこれからも大切にしたいと思い

ました。

，技術・家庭科委員会 ■ DIYベンチづくりとロケ ○開催期日が例年より遅かったため

各校の研修と被らず良かったという（技術・家庭科教育研究会） ットストーブの製作

意見があった。８月７日（月） ・２×４材を使用したベン

： ～12:00 １４ ７ ２１9 00 チづくり 【参加者の声】

日常的に使用できるものを作ること富士見中学校 技術室 ・一斗缶を使ったロケット

ができて良かった。指導の先生方もストーブの製作と実演

何人かいて，一人一人の進行具合を

見ながら手伝ってくれたり適切なア

ドバイスを下さったり，苦労を感じ

ることなく完成することができた。

各委員会・研究会の先生方，今年度の研修の運営をありがとうございました。公益社団法人として，広く地

域の方々にも開かれた講座を提供してくださったことに感謝申し上げます。お寄せいただいた，まとめの内容

は紙面の関係上割愛させていただいた部分もあります。ご容赦ください。

平成２９年１０月７日 (土)○ 開催日時

富士見公園○ 会 場 ＜歌碑説明， 碑前祭＞

※駐車場は，富士見小学校

※小雨決行ですが，雨天の場合，コミュニティプラザに会場を変更します

富士見町コミュニティプラザ ２階大会議室＜講演会＞

○ 日 程 ９：３０～１０：００ 歌碑説明 （島木赤彦研究会会長 小口 明先生）

碑前祭１０：００～１０：４５

＜移 動＞

１１：００～１２：３０ 講師：小口 明先生講演会

「なぜ赤彦祭が 年間続いてきたか」80

※ 参加希望の先生は，各校代議員の先生方を通じて，教育会事務局へ申し込んでください。

締めきり９月２１日(木)

◇今年は80回の記念祭です。

◇この赤彦祭は，初任研の校外研修として参加できます。

◇多くの先生方の参加をお待ちしています。

諏訪へ来たなら 一度は行きたい赤彦祭 １０月７日


